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巨視的な粘度ー具体的な粘度の値巨視的な粘度ー具体的な粘度の値

気体 10 μPa・s気体 μ a s
液体(水） 1 mPa・s
溶融ポリマー 1 kPa・s
ガラス（800℃) 10 kPa・s
液体と固体の境界 1 TPa・s

指数 接頭語 読み 指数 接頭語 読み

ガラス（常温），コンクリート 10～100 PPa・s

指数 接頭語 読み 指数 接頭語 読み

1018 E エクサ 10-3 m ミリ

1015 P ペタ 10-6 μ マイクロ

1012 T テラ 10-9 n ナノ

109 G ギガ 10-12 p ピコ

106 M メガ 10-15 f フェムト106 M メガ 10 15 f フェムト

103 k キロ 10-18 a アト



巨視的な粘性巨視的な粘性

• 円管内の流れ• 円管内の流れ
速度分布
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中心からr で 速度 u

r dr 中心からr+dr で 速度 u+(du/dr)dr

半径 r の円筒側面に作用する力
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円筒の端面から受ける力 Pdu Δ円筒の端面から受ける力
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これから学ぶ粘性論これから学ぶ粘性論

• 流体力学
Navier-stokesの方程式

運動方程式運動方程式
＋ニュートン流体のレオロジー方程式

Navier-stokes の方程式から
式を導くHagen-Poiseuilleの式を導く



流体力学
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流体力学
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